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昨今、学術を取りまく諸々の状況が大きく変化している。本学が 2004 年 4 月に国立大学法人京
都大学に移行し、新たな運営形態になってから 6 年が経つ。この春からは、第二期の中期目標期間















（International Association of Meteorology and Atmospheric Sciences, IAMAS）であるが、気象








を大別すれば、大気の運動・放射・物質に関わる 3 分野に分けることもできる。 
また、気候に関する研究分野については、世界気候研究計画 (World Climate Research 
Programme, WCRP)の枠組みが参考になる。現在、全球エネルギー・水循環（GEWEX）、気候変
動・予測可能性（CLIVAR）、成層圏過程・気候影響（SPARC）、気候・雪氷圏（CliC）、海洋表層-































るのか、が一大関心事だからである（第 4 節参照）。 
 
２．京大気象グループの現状 
京都大学 大学院理学研究科 地球惑星科学専攻 気象学・気候学及び大気物理学分科の教員は、
現在次のとおりである： 
教授 基幹講座： （理学部） 里村 雄彦、余田 成男 
協力講座： （防災研） 石川 裕彦、向川 均 
         （生存圏研） 塩谷 雅人、津田 敏隆 
准教授 基幹講座：（理学部） 石岡 圭一、重 尚一 
協力講座：（防災研） 竹見 哲也、林 泰一 
         （生存圏研） 高橋 けんし、橋口 浩之 
助教 基幹講座： （理学部） 内藤 陽子、西 憲敬 











始された国際的に卓越した教育研究拠点形成の重点的支援事業である。過去 3 年度にわたり 9 分野
で 140 件（京大は 13 件）が採択されたが、「気象」がタイトルに含まれるのは本件のみである。ま
た、前の 21 世紀 COE プログラムではゼロ件であり、我が国の気象教育研究を推進する中核となる














































































数値実験・シミュレーションの意義と価値は次の 3 つの何れかである。 
① 予言性： 観測により検証されるべき新奇な事象の予言 
② 理解促進・深化： 観測される不可解な現象についての理解の促進 












第 1 図 空間的時間的に階層性のある系での多階層連結変動の
例示。 
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これから 4 年間は、グローバル COE プログラム「極端気象と適応社会の生存科学」を推進して、
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